
多機能超音波診断装置（多機能エコー）を導入いたしました。 

この装置を使用することにより 

１、 心臓の超音波検査（弁膜疾患、心房、心室の動きが分かります。） 

２、 腹部一般エコー（肝、胆、膵、腎などの病変を早期に発見できます。） 

３、 頚動脈エコーで動脈硬化の程度が即時に分かります。 

 

    
 
 
プローブの左端は心機能用、中は表在性（頚動脈、甲状腺、乳腺診断用）右端

は腹部一般用であらゆる用途に使用できます。 


